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地域内交通の充実（バス、デマンド交通等）

自然産業の整備（６次産業化、特産品開発等）

住宅整備（定住住宅、空き家整備等）

周辺地域を結ぶ交通機関の整備

自然エネルギーを活用した暮らしの推進

レストラン、カフェ、居酒屋など飲食店の振興

就労支援（職業研修制度等）

医療機能整備（病院・診療所の整備等）

子育て支援（保育園整備、出産祝金等）

日常の買い物の充実、整備（商店・コンビニ等）
（ｎ＝128） （上位10番まで）

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

　

こ
れ
ま
で
も
広
報
で
お
知
ら

せ
し
て
お
り
ま
す
が
、
村
は
、

大
蔵
村
版
の
総
合
戦
略
と
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
予
定
で

す
。

　

大
蔵
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
趣
旨

を
尊
重
し
、
大
蔵
村
に
お
け
る

人
口
の
現
状
分
析
を
行
い
、
人

口
に
関
す
る
村
民
の
認
識
を
共

有
し
、
今
後
目
指
す
べ
き
将
来

の
方
向
と
人
口
の
将
来
展
望
を

示
す
も
の
で
す
。

　

大
蔵
村
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

対
象
期
間
は
、
国
の
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
の
期
間
を
踏
ま
え
、
45
年

後
の
平
成
72
年（
２
０
６
０
年
）

と
し
ま
す
。　

大
蔵
村
の
人
口
の
現
状

◦
昭
和
55
年
か
ら
平
成
７
年
ま

で
、
減
少
率
は
緩
や
か
に
推

移
し
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降

は
拡
大
傾
向
に
あ
る

◦
平
成
２
年
に
老
齢
人
口
が
幼

年
人
口
を
上
回
っ
た

（
表
１
の
グ
ラ
フ
か
ら
）

◦
平
成
９
年
以
降
、
自
然
減
少
（
死
亡
者

数
か
ら
出
生
者
数
を
減
じ
た
数
）
が
拡

大
し
た

◦
転
出
者
数
は
、
徐
々
に
減
少
す
る
傾
向

に
あ
る

◦
高
齢
化
に
伴
い
、
死
亡
者
数
が
増
加
傾

向
に
あ
る

（
表
２
の
グ
ラ
フ
か
ら
）

　

ま
た
、
８
月
に
行
わ
れ
た
成
人
式
に
お

い
て
、
村
出
身
者
の
20
歳
（
33
名
）
に
も

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
主
な
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向

人
口
減
少
対
策
と
し
て
は
、

①
出
生
者
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
的
に
人
口
構
造
そ
の
も
の
を
変
え

る
②
若
者
の
転
出
の
抑
制
、
転
入
者
の
増
加

に
つ
な
が
る
施
策
誘
導
を
図
る

　　

こ
の
二
つ
の
対
応
を
同
時
並
行
的
に
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
人
口
の
現
状
分

析
を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
問
題
に
取
り
組

む
基
本
的
視
点
と
し
て
、
次
の
項
目
を
掲

げ
ま
す
。

人
口
の
将
来
展
望

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
は
、

　

20
歳
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
大
蔵
村
に

住
み
続
け
た
い
、
戻
っ
て
き
た
い
と
い
う

人
数
が
、
転
出
し
た
い
と
い
う
人
数
を
上

回
り
ま
し
た
。

　

転
出
し
た
い
と
答
え
た
人
に
理
由
を
尋

ね
る
と
、「
就
職
し
た
い
会
社
が
な
い
」、

「
や
り
た
い
職
業
が
な
い
」
と
い
う
答
え

が
多
く
、
ま
た
、
将
来
に
望
む
こ
と
の
３

番
目
に
、
介
護
・
福
祉
職
の
募
集
が
あ
る

な
ど
、
就
労
に
つ
い
て
今
後
重
点
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。

大
蔵
村
の
人
口
が
、平
成
72
年（
2
0
6
0

年
）
に
１
，
１
２
２
人
ま
で
減
少
と
推
計

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
仮
定
で
は
、
合
計
特
殊
出

生
率
が
２
．
０
７
（
人
口
が
減
少
せ
ず
に

維
持
す
る
人
口
置
換
水
準
）
に
回
復
し
、

社
会
増
減
（
転
入
者
と
転
出
者
の
差
）
が

均
衡
す
る
こ
と
に
よ
り
、
2
，
4
7
8
人

で
安
定
す
る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
大
蔵
村
は
、
合
計
特

殊
出
生
率
が
２
．
０
７
で
、
か
つ
若
者
を

中
心
に
人
口
流
出
が
２
割
低
減
す
る
も
の

と
し
て
、
平
成
72
年
に
２
，
０
０
０
人
程

度
の
維
持
を
目
指
し
ま
す
。

�

問
合
せ�	

役
場
総
務
課
☎
75

−

２
１
１
１

（ｎ＝220） （上位10番まで）
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観光・交流産業の推進

住宅整備（定住住宅、空き家整備等）

レストラン、カフェ、居酒屋など飲食店の振興

教育機能整備（学校教育の魅力化、
文化・芸術活動）

就労支援（職業研修制度等）

自然産業の整備（６次産業化、特産品開発等）

周辺地域を結ぶ交通機関の整備

医療機能整備（病院・診療所の整備等）

日常の買い物の充実、整備（商店・コンビニ等）

子育て支援（保育園整備、出産祝金等）

　

大
蔵
村
の
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
６
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
結
婚
、
子
育
て
、

定
住
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
に
お
聞
き
し

た
も
の
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

主
な
結
果
と
し
て
、
定
住
・
移
住
施
策

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
今
後
推
進
し
て
ほ
し
い
定
住
・
移
住
に

関
す
る
施
策
（
複
数
回
答
可
）

1. 大蔵村以外へ
転出したい
　　

2. 大蔵村以外へ転出した
いがまた戻ってきたい　　　　　

3. 大蔵村に住み
続けたい

30.3%

42.4%

27.3%

5.3

5.3

10.5

10.5

47.4

47.4

0

都会の生活に憧れる

レジャーや娯楽がない

若い人がいない

親元から離れたい

就職したい会社がない

自分のやりたい職業がない

（ｎ＝19）
（上位6番まで）
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就労の支援をしてくれる
（職業研修制度等）

自然エネルギーを活用した
暮らし方ができる

おしゃれなレストラン、カフェ、
居酒屋などが増える

観光などの産業が潤っている

日常の買い物環境が充実している

風景がとても美しい村

大蔵村の名前が日本中で有名

介護・福祉職の募集

医療機能が充実している

子育てがしやすい

（ｎ＝33）
（上位10番まで）

対　象：村内在住の18歳～59歳
　　　　の夫婦
回収数：220部

対　象：村内在住の18歳～59歳すべて
　　　　の独身者
回収数：128部

Ｑ．将来の大蔵村に望むこと
　　　　　　　　　　（複数回答可）

Ｑ．転出したい理由
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出産・死亡、転入・転出の推移 年齢3区分別人口の推移（国勢調査）
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地
方
創
生
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト

４５年後の村の人口２,０００人維持を目指す 大蔵村の

～まち・ひと・しごと創生総合戦略～
ビジョン「創生 」

Ｑ．卒業後、大蔵村で
暮らしたい？

◎
若
い
世
代
の
出
会
い
、
結
婚
、
子

育
て
等
の
希
望
を
叶
え
る

◎
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
つ
く
る

◎
充
実
し
た
教
育
環
境
を
つ
く
る

◎
除
雪
の
充
実
な
ど
、
住
ん
で
い
る

人
の
生
活
の
し
や
す
い
環
境
を
つ

く
る
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 問合せ先  　大蔵村地域包括支援センター（役場健康福祉課内）　☎７５−２１０４（内線272・273）

── これからも安心して暮らすために ──

介護保険からのお知らせです
地域包括ケアシステムについて

　団塊の世代（昭和22年～昭和24年生まれ）が75歳以上となる平成37年（2025年）に向け、単身高齢
者世帯や高齢者夫婦のみ世帯、認知症高齢者の増加が予想されることから、介護が必要な状態になっ
ても住み慣れた地域で暮らし続けられるように、「住まいを中心に介護・医療・介護予防・生活支援」
の５つのサービスを一体的に受けられる支援体制のことを、地域包括ケアシステム（地域全体で支え
合っていくシステム）といいます。

◯地域包括ケアシステムのイメージ図◯

　大蔵村では、平成28年4月から、地域包括ケアシステムの構築に向け「介護予防・日常生活支援総
合事業」「在宅医療・介護連携推進事業」「認知症総合支援事業」「生活支援体制整備事業」の４つの事
業を順次実施していきます。この事業は、在宅での介護や療養に対する希望が高まるなか、自立して
健康に暮らすことが出来る健康長寿の推進や地域の自主性や主体性に基づき、地域全体で支えあって
いくケア体制を作り上げることにより、皆さんが安心して暮らして行ける地域社会を作り上げて行く
事業です。

１. 介護予防・日常生活支援総合事業
　高齢者の介護予防と日常生活の自立を支援するこ
とを目的に、一人ひとりの状態に合わせた多様なサ
ービスを提供します。

２. 在宅医療・介護連携推進事業
　住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後
まで続けることが出来るように、在宅医療と介護サ
ービスの一体的な提供いたします。

３. 認知症総合支援事業
　地域において、認知症の人やその家族の暮らしを
支える体制の整備や環境づくりを推進します。

４. 生活支援体制整備事業
　元気な高齢者の社会参加を推進し、高齢者それぞ
れのニーズに合った多様な生活支援サービスの提供
いたします。

�問合せ先 �　住民税務課住民係　☎７５－２１０３

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
今
回
は
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
」

に
関
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
個
人
情
報
は
厳
重
に

管
理
さ
れ
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
個
人
情
報
を
取
り
扱
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
個
人
の
複
数
の
情
報

を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
利

便
性
が
高
ま
る
反
面
、
漏
え
い
や
不
正
利

用
が
あ
っ
た
場
合
の
影
響
も
大
き
く
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含

む
個
人
情
報
は
特
別
に
「
特
定
個
人
情

報
」
と
位
置
付
け
て
、
厳
重
に
管
理
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
流
出
問
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
取
ら
れ
て

い
ま
す
。

◎
制
度
面
で
の
対
策

①
法
律
の
規
定
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
特

定
個
人
情
報
の
収
集
や
保
管
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
供
を
受
け
る
場
合

に
は
、
本
人
確
認
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

③
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
（
※
１
）

に
よ
る
監
視
・
監
督
が
行
わ
れ
ま
す
。

④
国
や
地
方
公
共
団
体
に
特
定
個
人
情
報

保
護
評
価
（
※
２
）
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

⑤
特
定
個
人
情
報
の
不
正
利
用
の
罰
則
が

強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
※
１
）
国
の
第
三
者
機
関
で
、
特
定
個

人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

を
任
務
と
し
、
取
扱
い
に
関
す
る
監

視
・
監
督
な
ど
を
行
い
ま
す
。

（
※
２
）
特
定
個
人
情
報
の
情
報
漏
え
い

な
ど
の
リ
ス
ク
を
分
析
し
、
そ
の
リ
ス

ク
を
軽
減
す
る
た
め
の
適
切
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
を
宣
言
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
の

権
利
利
益
の
侵
害
の
未
然
防
止
を
図
り

ま
す
。

◎
シ
ス
テ
ム
面
で
の
対
策

①
個
人
情
報
は
一
元
管
理
せ
ず
各
機
関
で

分
散
管
理
し
、
芋
づ
る
式
に
情
報
漏
え

い
す
る
こ
と
を
防
い
で
い
ま
す
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
こ
の
ま
ま
利
用
せ
ず
、

符
号
に
変
換
し
て
通
信
さ
れ
ま
す
。

③
特
定
個
人
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
人

を
制
限
・
管
理
し
ま
す
。

④
情
報
通
信
は
暗
号
化
さ
れ
ま
す
。

◎
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
確
認

　

行
政
機
関
が
持
っ
て
い
る

特
定
個
人
情
報
を
、
い
つ
、

だ
れ
が
、
な
ぜ
提
供
し
た
の

か
な
ど
の
情
報
を
確
認
で
き

る
「
情
報
提
供
等
記
録
開
示

シ
ス
テ
ム
（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
）」が
、
平
成
29
年
１
月
か

ら
運
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
安
全
管
理
措
置

個
人
情
報
は
ど
う
守
ら
れ
る
の
？

教
え
て

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
！

Ｑ
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
他

人
に
漏
れ
た
ら
、
簡
単
に
不
正
利
用
で

き
ち
ゃ
う
の
？

A	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
な
手
続
き
で

は
、
必
ず
免
許
証
な
ど
で
本
人
か
ど
う

か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
法
律
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
だ
け
を
知
っ
た
と
し
て
も
不

正
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
代

理
の
場
合
で
も
、
委
任
状
に
加
え
て
代

理
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
身
元
確
認
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
通
知
カ
ー
ド
や
、
申
請
し
た
ら
も
ら

え
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
無
く
し
た
場

合
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
。

A	

無
く
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
一
時
利
用

停
止
に
つ
い
て
は
、
24
時
間
３
６
５
日

体
制
で
受
付
し
ま
す
。（
Ｈ
28
年
１
月

よ
り
）

　
　

再
発
行
が
必
要
な
場
合
は
、
役
場
に

て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
再

発
行
に
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

個人番号カードコールセンター
（カードに関すること、一時停止申請など）

☎ ０５７０－７８３－５７８
  （制度等に関すること）　　　　　　　　　　

☎０５７０－２０－０１７８
 平日9：30～17：30（土日祝日・年末年始除く）
（※Ｈ27.10月～Ｈ28.3月までは22時まで対応）

通知カード・個人番号カ
ードは、免許証と同じで
大切な個人情報ですので、
絶対に無くさないように
気を付けてください。
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月山ジオパーク構想
ジオサイト候補地を検証

「夢は、努力でかなえる」
スキージャンプ葛西紀明さん講演会開催

ぼくらは未来のＪリーガー！？

肘折の温泉地で
山菜文化を堪能

　 9月29日（火）から10月1日（木）にかけて、山菜文
化研究会第17回大会が肘折いでゆ館で開催されまし
た。テーマが「あけび」であるこの大会には、全国
から59名が参加して総会や講演会が行われ、懇親会
ではきのこなど村の食材をあわせたあけび料理を味
わいました。あけびの皮を食べる文化は珍しいよう
で、参加者はほろ苦くも素材を活かした品々に感心
し、「美味しい」と堪能していました。

　10月 2 日（金）、月山ジオパーク推進協議会による
第 2回目のワークショップが大蔵村で開催されまし
た。前回挙げられたジオサイト候補地のそれぞれの
魅力を検証しようとするもので、肘折カルデラの見
どころと言えるカルデラ壁に建立された地蔵倉や肘
折火山の恩恵を受け栄えた大蔵鉱山跡、成因が未解
明な鍵金野クレーターや水位が同じと言われる神秘
的な長沼・男沼などを訪れました。約20名の参加者
は、身近にある景色を地質的な価値や歴史などと結
びつけながら、ジオサイトを検証していました。

　10月27日（火）、ス
キージャンプソチ五
輪銀・銅メダリスト
の葛西紀明さんを招
いた教育講演会が中
央公民館で開催され、
村内の小中学校の児
童生徒と村民約400
人が参加しました。
葛西さんは、人と同
じ練習では強くなれ
ないと夜も練習し続
けた高校時代や、団

体メンバーから外れた長野五輪の悔しさをソチの結
果に繋げたことなど自身の経験を元に、自分で考え
努力し続けることの大切さを話していました。子ど
もたちは、披露されたメダルに感激しながら聞き入
っていました。

▲懇親会では花笠踊りを披露し、参加者を歓迎しました

国
民
年
金
保
険
料
は
、

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
よ
り
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
が
次
の
と
お
り
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
時
期
ま
で

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
方

　

平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方

◇
翌
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
方

　

平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

合
算
し
て
申
告
で
き
ま
す

　

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
場
合
に
も
、
納
付
額
の
全
額
を
、
納
付

し
た
方
の
社
会
保
険
料
控
除
額
に
加
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
末
調
整
等
の
手
続

き
の
際
に
、
ご
自
身
の
社
会
保
険
料
の
額

と
合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
場
合
、
ご
家
族
あ
て
に
送
付
さ
れ

た
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
も
、
申
告
す
る
方
の
申
告

書
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日
は

「
年
金
の
日
」
で
す
！

　

こ
の
機
会
に
、『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』

を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
『
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
』
と
は
？

　

日
本
年
金
機
構
が
提
供
す
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
す
。『
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
』
専
用
ペ
ー
ジ
よ
り
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
っ
て

次
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
ご
自
分
の
年
金
記
録
の
確
認

◦
各
種
届
書
の
作
成
・
印
刷

◦
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
や
「
振
込
通

知
書
」
の
確
認
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

◦
将
来
受
け
取
る
年
金
額
の
試
算

◦
持
ち
主
の
分
か
ら
な
い
年
金
記
録
の

検
索
な
ど

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
-０
５
８
-５
５
５
ま
で

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書
」を

お
送
り
し
ま
す

年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
！

家屋を取り壊した時は、
固定資産税の手続きを�

　
家
屋
（
住
宅
、
車
庫
、

作
業
所
な
ど
）
を
取
り

壊
し
た
時
は
、
次
の
よ

う
な
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
後
、

役
場
住
民
税
務
課
職
員

が
現
地
に
伺
い
、
建
物

の
滅
失
を
確
認
い
た
し

ま
す
。
翌
年
か
ら
そ
の

家
屋
の
固
定
資
産
税
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
を

取
り
壊
し
た
場
合

　

法
務
局
で
「
滅
失
登
記
」
の
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
役
場
へ

の
届
出
等
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
滅
失
登
記
の
申
請
が
平

成
27
年
12
月
末
ま
で
に
完
了
し
な
い
場

合
は
、
12
月
末
ま
で
に
「
建
物
滅
失
申

告
書
」
を
住
民
税
務
課
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を

取
り
壊
し
た
場
合

　

取
り
壊
し
た
ら
直
ち
に
、「
建
物
滅

失
申
告
書
」
を
住
民
税
務
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
課
税
の
基
準

と
な
る
平
成
28
年
1
月
1
日
に
家
屋
が

存
在
し
て
い
た
場
合
に
は
、
平
成
28
年

度
の
固
定
資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
以
前
に
滅
失
し
た

家
屋
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
1
月
1
日

後
に
届
出
を
さ
れ
た
場
合
に
は
、
原
則

届
出
し
た
そ
の
年
（
平
成
28
年
度
）
は

課
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◎
家
屋（
住
居
用
）を
取
り
壊
し
た
場
合
、

土
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
税
額
が

高
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地
（
住
宅
用

地
）
は
、「
住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税

標
準
の
特
例
」
が
適
用
さ
れ
、
固
定
資

産
税
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
住
宅
を
取
り
壊
す
と
そ
の
特
例
の

適
用
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
り
、
税
額

が
高
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
家
屋
を
新
増
築
し
た
場
合
は
連
絡
を

　

家
屋
（
住
宅
、
車
庫
な
ど
）
を
新
築
、

増
築
し
た
場
合
は
、
家
屋
調
査
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
住
民
税
務
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

役
場
住
民
税
務
課
税
務
係

☎
75-

２
１
０
３（
内
線
２
５
２
）

　 9月16日（水）、モンテディオ山形ふれあいフィー
ルドが大蔵村保育所で行われました。これは、モン
テディオ山形が、子どもたちにサッカーを通じて体
を動かすこと、スポーツをすることの楽しさを体感
してもらいたいという思いから実施しているもので
す。ボールを使った体操やまっすぐに蹴る練習をし
た後、子どもたちはコーチと一緒に夢中でボールを
追いかけ、かっこよくシュートを決めていました。


鍵金野クレーター
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ま
た
、
料
理
中
に
も

切
る
、
炒
め
る
、
盛
り

付
け
る
と
い
っ
た
作
業

が
あ
り
、
調
理
器
具
を

取
り
に
行
っ
た
り
、
調

味
料
を
取
り
出
し
た
り

と
移
動
す
る
こ
と
も
多

い
の
で
す
。
さ
ら
に
、

隠
し
味
な
ど
の
工
や
創

造
性
も
加
わ
る
こ
と
で
、

よ
り
脳
は
活
性
化
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
あ
ま
り
自
覚
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
料
理
中
は
脳
が
活
発
に
動
く
時

間
が
と
て
も
多
い
の
で
す
。

　

こ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
の
は
も
っ
た
い
な

い
！
頭
を
フ
ル
回
転
さ
せ
て
、
食
事
の
献
立
作

り
や
調
理
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

お
元
気
で
す
か
？

〜 

診
療
所
だ
よ
り
⑦ 

〜

料
理
で

　認
知
症
予
防

ナ
ー
ス
若
槻
の

　
「
お
料
理
な
ん
て
、毎
日
し
て
い
る
の
に
…
」

と
、
あ
な
ど
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
毎
日
の
食

事
を
作
る
こ
と
は
、
身
体
の
健
康
を
考
え
る
上

で
も
、
脳
の
老
化
を
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　
「
今
晩
の
お
か
ず
は
何
に
し
よ
う
」　

主
婦
に

と
っ
て
晩
ご
は
ん

の
メ
ニ
ュ
ー
決
め

は
、
毎
日
頭
を
悩

ま
す
大
き
な
問
題

で
す
。
毎
日
何
気

な
く
行
っ
て
い

る
こ
と
で
す
が
、

朝
・
昼
・
晩
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
こ
と
は
、

家
族
の
好
み
や
健
康
を
考
え
、
冷
蔵
庫
内
の
在

庫
や
畑
で
収
穫
し

た
食
材
な
ど
を
使

い
、
何
を
作
る
か

意
外
に
高
度
な
思

考
能
力
が
必
要
と

さ
れ
ま
す
。

さ
く

　な
か
が
わ
り
え
こ

　
　え

　
　や
ま
わ
き
ゆ
り
こ

「
お
ひ
さ
ま
お
ね
が
い

　
　
　
　チ
チ
ン
プ
イ
」

　

10
月
１
日（
木
）か
ら
３
日（
土
）ま
で
、

長
野
県
木
曽
町
・
南
木
曽
町
を
会
場
に
連

合
の
臨
時
総
会
・
２
０
１
５
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
連
合
設
立
10
周
年
の
記
念
す
べ

き
年
で
、
加
盟
町
村
地
域
、
サ
ポ
ー
タ
ー

総
勢
約
４
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
10

年
間
の
活
動
成
果
を
確
認
す
る
と
共
に
、

次
の
10
年
も
こ
の
美
し
い
景
観
や
文
化
を

次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
の
自
主
的

活
動
の
継
続
、
更
に
は
経
済
的
な
自
立
を

目
指
す
村
づ
く
り
に
取
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

連
合
副
会
長　

伊
那
食
品
株
式
会
社
代

表
取
締
役
社
長　

塚
越
寛
氏
に
よ
る
『
い

い
町
・
い
い
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
』
と

い
う
テ
ー
マ
で
の
基
調
講
演
や
、
長
野
県

ブ
ロ
ッ
ク
で
地
域
資
源
を
活
か
し
た
村
づ

く
り
に
取
組
む
５
名
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
『
美
し
い
村
の
未
来
に
向
け
て
、

私
の
夢
』
で
は
、
会
場
か
ら
も
貴
重
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
、
全
国
各
地
の
美
し
い
村

づ
く
り
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
交
流
会
で
は
、
地
元
の
食
材
を
使

っ
た
伝
統
食
で
あ
た
た
か
い
お
も
て
な
し

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
野
県
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
規
加
盟
町
村
と

地
域
資
源
を
紹
介
し
ま
す

　

今
回
の
臨
時
総
会
で
新
た
に
６
町
村
地

域
が
承
認
さ
れ
、
加
盟
町
村
数
は
60
に
な

り
ま
し
た
。

◦
北
海
道
　
　
　
　

　
滝
川
市
江え

部べ

乙お
つ

◦
北
海
道

　
江え

さ
し
ち
ょ
う

差
町

◦
青
森
県

　
田た

っ

子こ

町ま
ち

◦
長
野
県

　
原は

ら
む
ら村

◦
長
野
県

　
伊
那
市
高た

か
と
お
ま
ち

遠
町

◦
静
岡
県

　
川か

わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う

根
本
町

　

最
も
美
し
い
村
の
代
表
景
観
や
地
域
の

魅
力
、
各
地
域
自
慢
の
人
や
料
理
、
商
品

等
を
紹
介
し
た
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
編
集
委
員
会

が
厳
選
し
た
地
域
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
購
読
く
だ
さ
い
。

　

〇
発
行　

ハ
ー
ス
ト
婦
人
画
報
社

　

〇
販
売　

講
談
社

　

〇
定
価　

本
体
１
，
６
０
０
円
＋
税

お
近
く
の
書
店
で
購
入
で
き
ま
す
。

問　

産
業
振
興
課　

☎
75

−

２
１
０
５

▶
木
曽
町
の
特
産
品
で
あ
る
漬
け
物「
す
ん
き
」（
乳

酸
菌
に
よ
る
発
酵
食
品
）の
原
料
と
な
る
赤
カ
ブ

を
、加
盟
町
村
長
が
植
栽
し
ま
し
た
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」連
合

日
本
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

　

公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク　

第
２
弾

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
２
」

い
よ
い
よ
発
刊
！

▲大蔵村のほか、平成26年
度までの加盟全54町村・
地域が紹介！

２
０
１
５
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in 

木
曽

教
育
委
員
に

八
鍬
賢
一
さ
ん

（
烏 

川
）

が
再
任

　教育委員の任期満了に伴い、この度、八
鍬賢一さん（烏川）が10月１日付で再任さ
れました。
　教育委員は法律により人格が高尚で、
教育・学術及び文化に関し識見を有する
人のうちから議会の同意を得て村長より
任命されるもので、教育行政の基本方針
や重要事項を審議し決定する、地方教育
行政で最も重要な委員です。
　八鍬さんは、平成15年１月に教育委員
に任命されて以来、村の教育発展に寄与
されてきました。今後とも、どうぞよろ
しくお願いします。

　

パ
ン
ダ
と
あ
そ
び
た
い
ひ
と
、
い

も
ほ
り
に
い
く
ひ
と
等
々
、「
さ
あ
、

こ
の
ゆ
び
と
ー
ま
れ
！
」
と
い
う
と

み
ん
な
が
あ
つ
ま
っ
て
き
て
、「
お

ね
が
い
チ
チ
ン
プ
イ
」
で
変
身
し
た

り
、
い
き
た
い
と
こ
ろ
に
い
け
る
夢

み
た
い
な
お
話
で
す
。

　

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
お
は
な
し
と
四
季

の
す
て
き
な
風
景
が
と
て
も
や
さ
し

い
気
持
ち
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

さ
あ
、
み
な
さ
ん
は
何
に
変
身
し

た
い
で
し
ょ
う
か
？

※
中
央
公
民
館
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
時
間
「
６
分
」。

日
本
一
の
菜
の
花
畑
と
防
風

林
に
囲
ま
れ
た
リ
ン
ゴ
畑

い
に
し
え
街
道
と
江
差
追
分
、

姥
神
大
神
宮
渡
御
祭

昔
の
田
園
風
景
が
広
が
る
源

流
と
水
車
の
郷
、
日
本
一
の

「
た
っ
こ
に
ん
に
く
」
の
里

八
ヶ
岳
の
裾
野
に
広
が
る
農

村
風
景
、
土
蔵
の
鏝こ

て

絵え

高
遠
城
址
公
園
と
日
本
一
の

石
工「
高
遠
石
工
」の
石
造
物

川
根
茶
の
茶
園
景
観
、
国
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
「
徳
山

の
盆
踊
」

楽しく調理しておいしく食べて
　　　　　　　いつまでも元気に！

山
形
県
最
低
賃
金 

１
時
間
６
９
６
円　

効
力
発
生
日 

平
成
27
年
10
月
16
日
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─ 平成2８年度 ─
保育所・学童保育入所申請案内 戸籍の窓

大蔵村空間放射線量測定結果
測定日：平成２７年10月1日（木）

（単位 : μ Sv/h）

測定場所 大蔵中学校グラウンド

地上高 地上50㎝ 地上1m

測定値 0.05 0.05

q測定方法：地上50㎝と1mの高さで
測定しました。

q測定機器：シンチレーション式サー
ベイメータ

放射線の測定・
検査結果を公表します
放射線の測定・

検査結果を公表します

（9月16日～10月15日届出分）

お悔み申し上げます
�地区	  お名前（年齢）	 世帯主
豊 牧　長南キヨエ（94）� 明　
白須賀　荒沢ツエ子（84）�ツエ子
烏 川　片見善十郎（86）�善太郎
赤 松　加藤マサ子（89）�孝　三

○届出の際に、掲載希望の確認
を行っています。担当窓口に
お申し出ください。

I N F O R M A T I O N

初冬のプラネタリウム
◎日時　12/2（水）、3（木）、4（金）
　　　　18：30～
◎会場　教育研究センター
◎参加料　無料
◎申込　11/27（金）8：30～☎で

受付開始（先着40名）
□申□問� 教育研究センター�222－1033
ゆめりあハンドメイド・マーケット

開催・出店者募集！
◎日時　11/21（土）10：00～16：00
◎会場　ゆめりあ1階大廊下
◎内容　ハンドメイド商品・食品
の出店は事前に保健所の営業
許可を受けている場所で製造
された物のみ。現場調理不可。

◎出店料
　1ブース（2.5ｍ×2.5ｍ）500円
◎出店者　限定12店（先着順）
□申□問� 最上広域交流センター�

228－8888

地元選出の県議会議員による
「地域議員協議会」

　県議会の活動を身近で傍聴し
てみませんか。
◎日時　11/20（金）15：00～
◎場所　最上総合支庁講堂
□問� 県議会事務局政策調査室�

2023－630－2725

眠っているスキーウエア
ありませんか？

　沖縄から交流事業でくる児童
のために、ご家庭で不要になっ
たスキーウエアがありましたら、
無償で譲ってください。
◎募集品目　スキーウエアのみ
◎サイズ　◦小学校高学年用

130から160㎝程度
　　　　　◦大人用
◎受付場所　①総合開発センター

②最上管内最寄の消防支署
◎受付時間　①8：30～17：15
　　　　　　②8：30～18：30
◎受付期間　12/18（金）まで
※クリーニングした状態のものや汚
れの少ないものをお願いします。
□問� 最上広域市町村圏事務組合
　　総務課� 222－2674

やまがた健康フェア２０１５
◎日時　11/14（土）10：00～17：00

11/15（日）10：00～16：00
◎会場　山形ビッグウイング
◎内容　女優「由美かおる」トーク

ショー、健康体操発表会、
ウォーキングイベント�等

◎入場料　無料
□問� 県健康長寿推進課

2023－630－2919

指名手配被疑者の検挙にご協力を！
　指名手配被疑者の検挙には、
県民の皆さんのご協力がぜひと
も必要です。ポスターに似てい
る人を見かけたといった情報な
ど、どんなわずかなことでも構
いませんので、110番、または
最寄りの警察署や交番・駐在所
へ通報をお願いします。

連絡先� 新庄警察署 ☎22－0110
� � 清水駐在所 ☎75－2202

自衛官等募集
◎募集種目　自衛官候補生（男子）
◎募集資格　18歳以上27歳未満
◎受付期間　11/20（金）まで
◎試験日　　11/29（日）
□問� 自衛隊新庄地域事務所�

222－5057

「排水設備工事責任技術者
登録更新」のお知らせ

　日本下水道協会山形県支部に
登録している責任技術者で次に
該当する方は、所属している指
定工事店所在地の市町村で更新
手続きが必要です。
◎該当者　登録有効期限が

Ｈ28．1/31までの方
◎手続き内容　①登録更新の申

請②更新講習会の受講
◎申請期間　11/30（月）まで
□申□問� 役場地域整備課
　　　上下水道係� 275－2102

税務署からのお知らせ
　昨年、仙台国税局管内の税務
署において、不動産所得の申告
漏れや計算誤りのあった方から
修正申告書等が提出されており
ます。　　
　納税者の皆様におかれまして
は、申告内容の自己点検（見直
し）を実施していただき、誤り
があった場合には自主的な修正
申告書等の提出をお願いします。
※調査によらない自主的な修正
申告書の提出については、過
少申告加算税は課されません。

今
月
の
納
税（
納
期
限
11
月
30
日
）、固
定
資
産
税（
第
４
期
）、国
民
健
康
保
険
税（
第
５
期
）

※
納
期
限
ま
で
忘
れ
ず
納
税
し
ま
し
ょ
う
。口
座
振
替
の
方
は
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

夜
間
・
休
日
応
急
診
療
所

　

新
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設

　

新
庄
市
夜
間
休
日
診
療
所

☎
29−

6
3
0
0

◦
診
療
科
目　

内
科
・
小
児
科

◦
診
療
時
間

夜
間
診
療

【
月
〜
土
曜
】
19
時
〜
21
時
30
分

休
日
診
療

【
日
曜
･
祝
日
・
12
／
31
〜
1
／
3
】

　
　
　
　
　
　

9
時
〜
17
時

◦
問
合
せ
先

　

新
庄
市
健
康
課
健
康
推
進
室

☎
22−

2
1
1
1

10
月
の
日
誌

４
日
㈰	
◦
第
16
回
お
お
く
ら
ス
ポ
ー
ツ・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

５
日
㈪	

◦
献
血

６
日
㈫	

◦
大
蔵
小
学
校
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会

12
日
㈪	

◦
大
蔵
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

	

◦
村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

18
日
㈰	

◦
大
蔵
小
学
校
文
化
祭

24
日
㈯	

◦
大
蔵
中
学
校
文
化
祭

25
日
㈰	

◦
豊
牧
地
区
地
す
べ
り
工
事
概

成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

29
日
㈭	

◦
最
上
地
区
生
涯
学
習
推
進
大
会

30
日
㈮	

◦
総
合
戦
略
若
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
発
表
会

31
日
㈯
〜
11
月
１
日
㈰

	

◦
ふ
る
さ
と
味
来
館
そ
ば
祭
り

11
月
の
予
定

１
日
㈰	

◦
お
お
く
ら
大
産
業
市

１
日
㈰
〜
８
日
㈰

	

◦
大
蔵
村
子
ど
も
展

９
日
㈪	

◦
第
51
回
肘
折
温
泉
郷
な
め
こ
・

こ
け
し
祭
り

９
日
㈪
〜
30
日
㈪

	

◦
大
蔵
村
芸
術
作
品
展

17
日
㈫	

◦
行
政
相
談

今
月
の
役
場
窓
口
延
長	

30
日（
月
）午
後
7
時
ま
で

��保 育 所 �
◎申込手続き
・肘折保育所、沼の台保育所の受付場所は、各保育所となります。
・新規入所希望の方のみ手続きが必要となり、保育の必要性の認定
を受ける手続きが必要になります。年度中途に入所希望の方（２８
年度中途に８ヶ月になる乳児等）も、期間内に申請して下さい。

・保護者が会社等に勤務している場合、または、求職活動中等の場
合は、就労証明書の添付が必要です。

◎その他
・保育所に入所できる児童は、父・母が仕事、または、家族が病気
等のため保育することができないことが原則です。
・３歳児以上の入所児童数により、定員以下になる場合があります
が、未満児保育の入所は、施設の規模、職員の数に限りがあるた
め、保育の必要性の高い順に入所を決定いたします。
・保育料は、保護者の所得により村で定めた階層に応じて負担して
いただきます。

�学童保育 �
◎利用料金　　上限３，０００円
　　　　　　　（利用日数により料金が異なります。）
◎申込手続き
・利用を希望する方は、手続きが必要になります。（今年度利用し
ている方も必要です。）

◎その他
・学童保育所を利用できる児童は、家族が就労等により放課後家庭
におらず保育できないことが原則です。

�問合せ先 �
　役場健康福祉課　福祉係　☎７５－２１０４（内線２７５）
※申込用紙は、役場健康福祉課及び各保育所にあります。
※いずれも、申込内容審査の結果、利用できない場合もございます。

募　集　定　員 申込受付日時

大蔵村保育所

0歳児
（8ヶ月以上の乳児）

120名
うち
0歳児
定員
5名

H27．11．16㈪
　　　 ～30㈪
（受付場所は役
場健康福祉課
となります）

9：00～16：001歳児
2歳児

3歳児以上

肘折保育所 2歳児以上 20名 ※
H27．11．30㈪

※
13：30～14：30

沼の台保育所 3歳児以上 30名 ※
H27．11．30㈪

※
15：00～16：00

学童保育所 小学1年生～4年生 40名 H27．11．16㈪
　　　 ～30㈪ 9：00～16：00

※都合のつかない場合は、11/16㈪～30㈪の間、役場健康福祉課で受付します。

世帯数	 1,099戸	 （1,104戸）
　人口	 3,537人	 （3,611人）
　　男	 1,734人	 （1,764人）
　　女	 1,803人	 （1,847人）
　出生	 男	1人	 女	1人	 計	2人
　死亡	 3人	 4人	 7人
　転入	 0人	 4人	 4人
　転出	 4人	 2人	 6人

※平成27年9月末現在　（　）内は昨年同期

（　�  　）
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ホームページ 検索

スポーツの秋を満喫！スポーツの秋を満喫！

おおくらスポレク祭スナップ集おおくらスポレク祭スナップ集
　10月4日（日）、おおくらスポーツ・レクリエーション祭が中央公民館を中心に開催されました。
127名の参加者が集い、フリーバレーや吹矢、紙ヒコーキ選手権などの9つの種目を楽しみました。
　その様子を、スナップ集で紹介します。

タイム申告制
ウォーキング キックターゲット

バドミントン

フリーバレー グラウンドゴルフ
フリースロー
コンテスト

紙ヒコーキ選手権

ザ・輪投げ

エンジョイ
吹矢

このコーナーでは、村内のこどもを紹介しています。
ご親戚、お友達、ご近所のお子さんの掲載もお楽しみに！

（
白
須
賀
）　
大
　
竹
　
好こ

う

　
誠せ

い

く
ん

（ 

茂 

） 

　
　
　

（
大
　
坪
）　
高
　
橋
　
未み

　
来ら

い

ち
ゃ
ん

（
拓
也
） 

　
　
　

★
す
き
な
も
の

　

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
と
く
ま
の
ぬ
い
ぐ
る
み

★
す
き
な
も
の

　

牛
乳
、
は
し
ご
車
消
防
車


